
時間副詞に関する一考察
-「とつぜん」と「ふいに」を中心に一

江 要 薫

1． はじめに

現代日本語において、「とつぜん（に）」と「ふいに」という時問副詞には、 次の(1)のよう

に、 どちらも言える場合がある。

(1)飛行機は1とつぜん（に） ／ふいにi爆発した。

(1)では、「飛行機の燥発が瞬時に起こった」ことが表されている。すなわち、「とつぜん （に）J

と「ふいに」はどちらも、「事態の実現が瞬時であるさま」を表す点で共通していると言える。

この「事態の実現が瞬時であるさま」を、 本稿では、「突発性」と呼ぶ。

ところで、「とつぜん（に）」と「ふいに」は、次の(2)のように、置き換えられない場合もある。

(2) 「突然I＊ふいに1お伺いして申し訳ありません。」（花埋み）

(2)では、「とつぜん」を「ふいに」に換えると、 非文になる。 このことから、 両語の間には

相違点があることも確認できる。 しかし、 これについては、後述するように、 先行研究では

あまり明らかにされていない。 このようにみると、 両語の使い分けを明確にする必要がある

と首える。

なお、［とつぜん（に）」は、 今回集めた用例では、「とつぜん」が480例、「とつぜんに」

が66例で、「とつぜん」の方が使用頻度が嵩い 1 。 本稿では、 使用頻度の高い「とつぜん」

を対象にして、「ふいに」との異同を考察することにする。

2. 先行研究とその問題点

先行研究でも、「とつぜん」と「ふいに」が類義語であることは注目されてきた。

まず、 時間副詞について体系的に記述している仁田 (2002) では、 両語は、「起動への時

1 「とつぜん」と「とつぜんに」は、（ア）のように僅き換えられる場合もあれば、（イ）のように置き換

えられない場合もある。 このように、「に」の有無によって生じる異同を究明する必要もあると
思われるが、 それについては、 今後の課題とする。
（ア） 1とつぜん／とつぜんに1雨が降りだした。

（イ） 鮎太は、 突然I突然に1女の声を耳にして立ち止まった。（あすなろ）
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1U1量」2を表す時間副詞で、「僅少所要型」に属するもの（「事態の取り掛かり ・ 起動までに

要する時間量がきわめてわずかであることを表すもの」）とされている。これは、本稿で言

う「突発性」と同じものである。仁田(2002)では、両藷の相違点に関する指摘はなされて

いない。そのような観点ガ、らの研究には、國廣(1982)、•森田(1989)、飛田・浅田(1994)

がある。

國院(1982)は、両語の共通点については「それらの現象、行為の生じ方への〈驚き〉が

含まれている。自分の意志で行う行為には〈驚き〉がないのが普通であるから、自分の行為

には用いられない」ことと、「自分の意志で制御できない感情の動き、感党などには使うこ

とができる」ことを挙げている。 一方、両語の相違点については、「とつぜん」は「出来事、

人間の意図的行為、自然現象などに使え」、「ある事態の生じ方が瞬間的であり、その事態と

前の事態との断絶が際立っている」が、「ふいに」は、「具体的な行為、具体的な場面での体

験を表わすのに用いられ、感党に直接訴えないような行為、現象には用いられない」、「〈そ

の現象・行為の影響を受ける人間〉．の側の視点に立って、それらに対しての〈驚き〉を表わ

している」ことを指摘している。

だが、両語の共通点についての、「それらの現象、行為の生じ方への〈鷲き〉が含まれている。

自分の意志で行う行為には〈鵞き〉がないのが普通であるから、自分の行為には用いられな

いJという記述は、次のような例を説明できない。'

(3) 「突然l＊ふいに1お邪鷹して申し訳ありませんが」全裸に近い姿の男の前につっ立っ

ている無法に吟子は初めて気付いた。（花埋み）

(3)は、話し手が自分の突発的な行為を聞き手に謝罪する例である。話し手には、その行為に

よってく鷲き＞は生じていないが、聞き手にく驚き＞を与えたと話し手が予測して言うので

ある。しかし、聞き手にく駕き＞が生じているかは実際には不明である。この湯合の「とつ

ぜん」と「ふいに」は、 國痰(1982)の記述ではどちらも使えると思われるが、「ふいに」

を用いると非文となる。このことから、國廣(1982)の記述では収まらないところがあると

言える。

森田(1989)は、「いきなり」の項目で関連語として「とつぜん」「ふいに」を取上げている。

「とつぜん」については、「行為・作用・現象などが前触れなしに急に起こるさまに用いる」

こと、「自然現象、無意識行為、意識的な行為、いずれも可能で、ある瞬間に成立する動作・

作用・現象に使うJことを述べている。 一方、「ふいに」については、「純然たる自然現象や

2 「起動への時間伍」について、仁田(2002)は「事態が生じるまでの時間量、事態への取り掛か
りまでの所要時間に関わるものである」と説明している。「すぐ」「たちまち」等は、その代表と
して用いられる副詞である。
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無意志性の行為「十一時五十八分、 不意に大きな地震が襲つてきた」「不意の事故」などの
例も見られ、 使用の幅はかなり広い。 ただし、 いずれも、 その不意の行為・現象によって受

け手が鷲きあわてたり、 迷惑を被ったりするマイナスの場合である。 プラスの事柄「不意に

術みが取れた」とか、「不意に受賞が決まった」などとは言わない」こと、「マイナスの事柄

に 「思いがけない」「思いもよらない」「意外だ」の気持ちが加わり、 さらにマイナスの結果

が添うという限定された状態のとき 「不意に」が用し、ヽられる」ことを述べている。

しかし、 次の(4)のような例は、 森田(1989)の 「マイナスの事柄に「思いがけない」「思

いもよらない」「意外だ」の気持ちが加わり、 さらにマイナスの結果が添うという限定され
た状態のとき「不意に」が用いられる」という「ふいにJについての記述では、説明できない。

(4) 足元のれんげ田には、 ところどころ土がのぞいている。「昔、 れんげ畑のでてくる絵

本を読んだわ」ふいに思いだし、 それをそのまま口にする。（ホリ ー ）

(4)の「思いだし」は、 その思いだした内容「昔、 れんげ畑のでてくる絵本を読んだわ」から、
プラスでもマイナスでもないイメ ー ジを表していると言える。

また、 飛田・浅田(1994)は、「とつぜん」については、・「予想しない事態が何の前ぶれも

なく起こる様子を表す。 プラスマイナスのイメ ー ジはない」こと、「何の前ぶれもなしに急

激な変化が起きることを誇張的に表し、話者の驚きの暗示を伴う」ことを述ぺているが、「ふ

いに」については、 「予想しない事態の変化が突然起こる様子を表す。 ややマイナスイメ ー

ジの語。」と説明している。

飛田・浅田(1994)の 「予想しない事態が何の前ぷれもなく起こる様子を表す」という「と

つぜん」の記述では、 次の(5)のような例を説明できない。

(5)連絡があるとは聞いていたが、 その連絡が1とつぜん／＊ふいに1きて鷲いた。

(5)では、 連絡がくることは、話し手にとっては予想されていたことである。 この場合に「と

つぜん」が使用できることは、 飛田・浅田(1994)の記述に反すると思われる。

このように、 先行研究に収まらないものをどのように解釈するか、 考える必要があると思

われる。 以下、 これらの問題点について明らかにするために、 構文的また意味的に両語につ
いて考察する。

3. 構文的に見た「とつぜん」と「ふいに」について

3. 1 文末の述語について

3. 1. 1 述語に現れた特徴

「とつぜん」と「ふいに」の文末の述話には、(6)一(8)の「いる、似る、梢通する」のよう

に動作・変化を伴わず、 形容詞的性格を持つ静態動詞は来ないが、(9a) (9b)の 「立ち止
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まる、なる」のように、動作・変化を伴う迷動動詞はくる。

(6)＊彼は！とつぜん／ふいに1搬影現場にとと。

(7)＊彼らは性格が1とつぜん／ふいに1似ている。

(8)＊彼は！とつぜん／ふいに1パソコンに精通している。

(9)a. 遠くにいるため、やはりその人物の意諏は感応できなかった。誰だろう、と思いな

がら七瀬はまた歩きはじめた。突然、七瀬はふたたぴ立ちどまった。（恋人）

b.（なぜ、この人は口を開かないのだろう）その人は黙って立っている。ふいに、わ

たしはその人がきらいに立ュこ。（石）
このように、文末の述語には「運動性」が要求されると言える。だが、同じ運動動詞でも、

(lO皿のように内的情態動詞の場合は、両語と共起しえない。

(IO)＊彼女は1とつぜん／ふいに1進学のことを饉ム旦o

(lり＊彼女は1とつぜん／ふいに1ペットの死を悲しんだ。

これは、人の内的な気持ちと感情には、運動性が乏しいからである。また、内的情態動詞に

よって表される出来事は、空間内で起こる外的な出来事より限界性が明際でない。この「限

界性」も、両語との共起において、重要な要素の一つである。次の(I21~(l4)を見られたい。

(Iか＊息子は1とつぜん／ふいに1大阪に住んでいる。

(l3)＊彼は1とつぜん／ふいに1太っている。 3

(14)＊その宗教は信者が1とつぜん／ふいに1増えている。

(12)の「住んでいるJは「息子の大阪での生活が（長期間）続いている状態」を、(l3)の「太っ

ている」は「太った体型を（長期間）維持している状態」を、(l4)Q)「増えている」は「信者

数の増加が（長期間）続いている状態」を表す。(I21の「住む」は運動性が乏しく、存在や状

態に近い意味を持っている動飼であり、(13)の「太る」と(14)Q)「増える」は動作・変化が徐々
に進行していく「浙次性」を持つ動詞である。これらは、限界性がないことで共通している。

以上から、文末の述語には「運動性」と「限界性」が必要であることが明確になった。た

だし、「限界性」は、終了限界でなく、開始限界をさしている。次の(15}~(I'I)を見られたい。
(19彼は1とつぜん／ふいに1産ュム。
(16) 彼女はlとつぜん／ふいに1服を塾と旦o

(11) 窓ガラスが lとつぜん／ふいに 1 塑庄ム。

05)の「走った」は「走り出した」を、(l6)の「脱いだ」は「脱ぎおわった」でなく、「脱ぎは

3 U3)の「彼は高校の時に1とつぜん／＊ふいに1太っている。」といの「その宗教は3年前に信者が
1とつぜん／＊ふいに1増えている。」のように、時期を限定すると、「とつぜん」は言える。この
場合の「している」は、「結呆継続」ではなく、パーフェクト相である。
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じめた」を、(17)の 「割れた」は「割れた」その一時点を意味している。(15)の「走る」は、 限

界性を持たない動詞であるが、⑯の「脱ぐ」と(17)の「割れる」は、 限界性を持つ動詞である。

また、 限界性を持つ動詞のうち、(16)の「脱ぐ」の ような動詞は、 開始限界と終了限界の両方

を持つ動詞であるが、(17)の「割れる」のような動詞は、 開始限界と終了限界が同ーである動

詞である。 これらは、「とつぜん」「ふいに」と共起すると、 いずれも開始限界をさ す。 また、

次の(18)の 「悩む」のように「運動性」が乏しい動詞や、(19)の「走る」のように「述動性」は

あっても「限界性」を持たない動詞の場合は、「～はじめる」「～だす」と共起することによ

って、 許容度が高くなる。

(18)a. ＊彼女は1とつぜん／ふいに1就職のことを掻ム旦o

b. 彼女はlとつぜん／ふいにi就職のことを！悩みはじめた／悩みだした！。

(19)a. 歩いていた馬が1とつぜん／ ふいに1産ュ全o

b. 歩いていた馬が1とつぜん／ふいに！ ！走りはじめた／走りだしたに

(18)の述部「悩む」は 、人間の内面的な感情であり、外部からの観察で捉えにくいものである。

しかし、「～はじめる」「 ～だす」というアスペクト形式にすると；観察者によって、 開始限

界が判断される。(19)の「走る」は、 限界性を持たない動詞で、(19a)では「走りはじめる」

局面が示されている。「走る」は、「～はじめる」「 ～だ す」というアスベクト形式にすると、

限界性が具体的に生じたように感じられ、 より自然な例となる。

3. 1. 2 アスペクトからみた特微

アスペクトからみると、文末の述語は、完成相（因）、 バーフェクト相((21))、反復相（四）、

起動相（四）で表すことができる。

⑳ 大雨が！とつぜん／ふいにI�旦o

(2l)八月中句には瑞鵡はふたたぴソロモン海域へ向った。 そのしばらく前、米軍はふいに

！とつぜん1ガダルカナル島に上陸していた。（桧家）

四 彼はいつもll:2_竺ム／企�I砲話をかけてくる。

四a. それから突然、 あまり関述もなく彼は船成金の悪口を言いはじめた。（桧家）

b. そのとき、 ふいに横手の上空に燎音がひぴきだした。（楡家）

因は「とつぜん」「ふいに」によって、「大雨がやんだ」ことが 「突発的」であったことが示

されている。 このような完成相で表す場合は、その動詞の語形は 「 する」形でなく、「した」

形であぶ。(21)は、「米軍はガダルカナル島に上陸した」ことを完成的に捉えて、 そのあと

の効力が続いていることを示す例である。四では、「彼は砲話をかけてくる」ことを完成的

4 「する」形でも、「＊雷が1とつぜん／ふいに1とどろく 。」のよつな一回的な出来事を表す場合で
はなく、「第は 1とつぜん／ふいに 1 とどろく。」のような性質属性を述ぺる場合は、非文とならない。
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に捉えて、「いつも」 との共起で、その繰り返しを示す％また、(23a)の「言い始めた」と

(23b)の「ひびきだした」は、「～はじめる」と「～tこす」といった起動相と共起して、出

来事を完成的に捉えるものである。

また、文末の述語は、継続相（悩因）で表すことはできない。終了相（凶）でも表しにくい。

⑳＊彼は1とつぜん／ふいに1走っている。

硲＊彼はlとつぜん／ふいに1心臓麻痺で息絶えている。

Qか＊立ち説みをしていた漫画を、！とつぜん／ふいに1読みおわった。

吟の「走っている」は「動作継絞」を、四の「息絶えている」は「結果継続」6 を表すものである。

似のような意味を持つ「している」形と共起できないことから、「とつぜん」「ふいに」は

継続相と相容れないと言える。また、斡の「読みおわった」は出来事を完成的に捉えて、終

了限界をさすものである。この場合は、・非文となるが、次の⑰のような場合は、非文となら

ない。

四 母親の頗を見た赤ん坊は、1とつぜん／ふいに1泣き止んだ。

切の「泣き止んだ」は「泣く」という動作を完成的に捉えて、終了限界をさすものである。

ほや加）違いは、因の「～おわる」は、何か目標をもってやる仕事の場合以外は、使うと不自

然になるものであるのに対して、四の「～やむ」は自然現象、あるいは人の動きでも無意識

的な、あるいは衝動的なものに用いられるものであることである。そして、何か目標をもっ

てやる仕事の場合に用いられる「～おわる」は、「とつぜんJと 「ふいに」の「突発性」と

は相容れないので、両語と共起することはできないと考えられる。

このようにみると、両語を用いる文では、出来事を完成的に捉えること、また完成的に捉

えるときは、終了限界より開始限界を示す場合が多いこと1が重要である、と言える。

3. 1. 1と3. 1. 2から、「とつぜん」「ふいに」を用いる文は完了した事態であると

言える。また、継続的に捉えられないことと、終了限界をさしにくいことは、両語のもって

いる 「突発性」と関わっていると言える。

5 「＊彼はいつも1とつぜん／�I霞話をかけてきている。」のように、「霞話をかけてくる」こ
とが継萩的に捉えられて繰り返されるなら、非文となる。それは、事態を継統的に捉えると、限
界性がなくなるからである。

6 「結果継紐」について、工藤(1995)は、「結果継続＝状態パーフェクトは、「運動の完成後の段
陪＝結果状態の継親性」に頂点がある。」としている。

7 今回収集した用例には、アスペクト形式と共起する例が、「とつぜん」に18例、「ふいに」に32例
あった。それらは全て、「始発」の局面を表すアスペクト形式と共起する例である。このことから、
「とつぜん」と「ふいに」は「始発」の局面を表すアスペクト形式と共起しやすいと言える。
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3. 2 「とつぜん」と「ふいに」の係り先について

「とつぜん」と「ふいに」の係り先について、‘·述語が二つ以上ある場合から考察する。

磁a. 突然声をかけられて鮎太は立ち止まった。（あすなろ）

b. エ ディは、 不意にジムの大鏡の前に歩み寄り、 その傍に置いてある古いラジオのチ

ュ ー ナーを回しはじめた。（一瞬）

四a.—志乃は半月ほど前の夕食のとき、ビーマンを食して突然嘔吐におそわれた。（忍ぶ川）

b. 心をこめてという言葉をそのまま表わすような、徐々に深く首をうなだれていく助

川の後姿を見て、 久子はふいに胸をつかれた。（影）

「とつぜん」「ふいに」は、(28a)では「かけられて」まで、(28b)では「歩み寄り」まで係る。

また、(29a) (29b)では、 文末の述語に係っている。以上から、「とつぜん」と「ふいに」は、

共にその直後にくる動詞に係るのが普通である、 ということが言える。 ただし、 次の団のよ

うに、直後だけではなく、 文末にまで係ると考えられる例もある。

図 lとつぜん／ふいに1ふるさとの風兼が映い出されて、 子供の頃のことが思い出された。

OOの「ふるさとの風景が映し出される」と「子供の頃のことが思い出される」は、 同時また

は同時的に起こった出来事であると思われる。 このように、 一連の動作・変化が同時または

同時的に起こると考えられる楊合は、 文末まで係ることも可能である。

以上より、 両語ともその直後にくる動詞に係ることが多く、 文末の動詞まで係る場合でも、

二つの出来事が同時または同時的に起こった一連の動作・変化であると言える。 これは、 ニ

つの出来事が継起的に起こった場合、 それを瞬時に起こったものとは考えにくいことによる。

つまり、 両語の特徴である「突発性」と関わっていると考えられる。

3. 3 意志性の有無からみた「とつぜん」と「ふいに」について

意志性の有無からみると、「ふいに」と「とつぜん」は、 共に一 人称で無意志的な動作を

表すことができるが、 意志的な動作を表すことはできない。

(3l) 私は10 とつぜん／0ふいに1思いだした。

四私は1＊とつぜん／＊ふいに1走りだした。

両語は‘(3加の「思いだした」のような無意志的な動作を表すものと共起すると、 非文とはな

らないが、四の「走りだした」のような意志的な動作を表すものと共起すると、非文となる。

また、図の「私」を「彼女」に換えて、「彼女は1とつぜん／ふいに1走りだした」とすると、

許容される。 このことから、 意志的な動作を表す場合、両語には共に人称の制約があると言

える％

8 両語を用いる実例には一人称で意志的な動作を表すものはないが、 前掲の(2)の「突然お伺い
して申し訳ありません。（花埋み）」のように、「とつぜん」には、 謝罪の文章の従属節では一人
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また、 一人称でない場合は、「ふいに」文には、 次の図の·「思いだした」のように、 意志

性を持たない動詞がきやすく尺意志的な動作を表す例は少ない。

四彼は筑後守の作り笑いや老人らしく手をこすりあわす動作をその時不意に｝とつぜん！

思いだした。（沈黙）

図の「彼」は、「思いだした」という意志性のない動作の主体である。 この場合、「思いだし

た」は、 主体にとって何の予想もしていなかった場面で生じたことであり、意志的な動作の

結果で生じた事態ではない。

このように、 一人称で意志的な動作を表せないことは、 自分の意志的な行為に突発的に感

じ取ることはできないからであると言える。 つまり、 両語の特徴である「突発性」と関係し

て，いると考えられる。

4. 意味的に見た「とつぜん」と「ふいに」について

「とつぜん」と「ふいに」の置き換えから次のようなことが見られる。

A. 両語は共に「事態の実現が瞬時であるさま」を表す点で共通しているが、「ふいに」は、「予

想もしていなかった事態が一瞬のうちに起こる」のに対し、「とつぜん」は「「予想」と

「前触れ」の有無と関係なく、 一瞬のうちに何かが起こる」という点で異なっている。

⑳ 長年音信不通だった友達が1とつぜん／ふいに1訪ねてきて驚いた。

固 アメリカに住んでいる友達に「そのうち遊ぴに行くからよろしく」と言われてはいた

が、1とつぜん／＊ふいに1訪ねてきて驚いた。

閻は、 長い間連絡もない友達が、 突発的に訪ねてきたことに驚いた、 という意味を表す。 つ

まり、 予想もしていなかったことが起こってしまったのである。 一方、因は、「そのうち遊

ぴに行くからよろしく」とアメリカに住んでいる友達に言われていたので、 いつか訪ねてく

ると予想していた、という例である。この二例をみると、予想していても、していなくても、「と

つぜん」は使えるが、「ふいに」が使えるのは予想のない国のみだと思われる。 このことから、

「ふいに」は予想していた事態に用いられないと言える。また、

oo 晴れているのに、lとつぜん／ふいにI雨が降り出した。

勁 空が伍ってきて、1とつぜん／＊ふいに1稲光が走った。

ooでは、「雨が降り出した」ことは、 哨れている空からは起こりにくいことであり、 前触れ

なしに起こった出来事である。向では、． 空が暴ってきたことから、 稲光が起こる前兆がある

称で意志的な動作をとる場合がある。

9 「ふいに」の実例 (230例）の中で、意志性を持つものは77例（全体の33.48%）で、 持たないも

のは153例（全体の66.52%) である。
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と判断できる。この二例共で 「とつぜん」が使えるところをみると 、前触れの有無は「とつ

ぜん」には重要ではないと思われる。 一 方、「ふいに」は困のような場合には用いられるが、

⑰のような楊合には用いられない。それは、OOの「雨が降り出した」ことは「哨れている」

ことからは考えにくい予想外の出来事であるが、岡の 「稲光が走った」ことは、空が暴って
きたことから 考えられる出来事であるからである。

このようにみると、「とつぜん」は、「前触れ」やf予想」の有無と関係なく、 一瞬のうち
に事態が起こることを表すが 、「ふいに」は、まった＜予想外の方向に展開していく事態が
一瞬のうちに起こることを表すと言える。このことは、森田 (1989) にも、飛田・浅田 (1994)

にも、その中の一部しか言及されていない。また、その一瞬に起こる事態が予想とどう関わ

るかは、両語の意味的な違いであるということも言える。
B. 文の内容に、プラスもしくはマイナスのイメ ー ジが あるかどうかについて。森田 (1989) は、

「ふいに」はプラスのイメ ー ジではなく、マイナスのイメージを表すとしており、確か
に実例には、図のような、マイナスのイメ ー ジを表す例が多い。しかし 、知）のように、「ふ
いに」はプラスでもマイナスでもないイメ ー ジを表すこともできる。

図 救難隊の指揮官以下数人は、それぞれ這難機の粟やフロ ー トの上に乗り移って、飛行
機のくつがえるのを防ぎながら 、だましだまし曳航をつづけていたが、そのうち不意

に一陣の突風が来て、機はあっという間にひっくりかえり、二名の搭乗貝と数名の救

難隊員とがそのまま行方不明になってしまった。（五十六）
閲 坂を昇り、坂を下り 、また坂を昇っていくと、不意に木立の梢から鶯の高く澄んだ声

が聞こえてくる。 一羽だけでなく、その声に応えるかのように、遠くからもまた美し

い暗き声が聞こえてくる。（一瞬）

函は、「機はあっという間にひっくりかえ り、二名の搭釆貝と数名の救難隊貝とがそのまま
行方不明になってしまった」の部分から、マイナスのイメ ー ジを表していると言える。 一方、

函は、「一羽だけでなく、その声に応えるかのように、遠くからもまた美しい暗き声が開こ
えてくる」の部分から、 プラスでもマイナスでもない、中立的なイメ ー ジを表していると 考
えられる。このようにみると、森田 (1989) の「マイナスの事柄に「思いがけない」「思い
もよらない」「意外だ」の気持ちが加わ り、さらにマイナスの結果が添うという限定された
状態のとき 「不意に」が 用いられる」という 「ふいに」についての記述には、修正が必要だ
と言える。
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5. まとめ

以上、「とつぜん」「ふいに」を構文的、 また意味的に考察して記述した。’
「
とつぜん」に

は、 「「前舶れ」や 「予想」の有焦と関係なく、 一瞬のうちに何かが起こる」という特徴があ

るが、 「ふいに」には、「予想もしていなかった事態が一 瞬のうちに起こる」という特徴があ

る。 これらに共通するのは、 「事態が一 瞬のうちに起こる」、 つ まり「突発性Jという意味で

ある。 この意味は、 文末の述語が完了した動的事態を表し、 しかも「迎動性」と「限界性」

を持つこと、 両語と直後にくる述語との関係が密接であること、 また、 一人称で意志的な動

作を表せない、 という構文的な特徴に現れている。 両語の意味的な違いは、 その突発的な出

来事が予想とどう関わるか、 という点にある。

また、 文の内容にブラスマイナスのイメ ー ジがあるかどうかをみると、「ふいに」には、

マイナスのイメ ー ジ、 またプラスでもマイナスでもないイメ ー ジを表せるものの、 プラスの

イメ ー ジを表すことはできない、 という特徴があるが、「とつぜん」にはそのような特徴は

ない。

このような「突発性」を表す語には、「とつぜん」「ふいに」の他に、「いきなり」「きゅうに」

「とつじょ」などがある。 これらは、類義関係にあるが、 必ずしも同じ意味合いで使用され

る語ではないと思われる。「突発性」を表す語同士の関係性については、今後の課題として

考察していくことにする。
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